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一登
記
陀
一
苫
ム
。
立
武
十
一
年
に
は
将
軍
家
光
公
御
上
滑
に
付
吉
‘時

成
り
に
け
り
。
共
の
聞
に
御
用
意
出
来
、
五
月
下
旬
金
制
陣
御
褒
駕
被
v

丈
の
也
と
俗
精
し
け
る
を
以
て
、
子
ν
今
至
り
体
制
刑
す
る
か
o
と
い
へ

町
方

へ
可
v
被
v
下
回
円
御
燭
に
て
・
毎
日
取
り
行
く
程
陀
、
捌
亡
谷
峰
と

り
。
さ
て
樫
木
の
八
幡
は
、共
の
以
来
榊
職
散
人
も
な
く
、山
伏
質
問

寺
の
持
宮
な
り
し
故
K
、
奮
記

由
来
世
口
も
た
く
、
共
の
来
阪
詳
か
左

成
、
問
七
月
ー
友
光
公
御
上
渚
.
頓
て
御
下
向
に
付
、
利
常
卿
も
御
師

ら
-T
。
然
る
に
明
治
五
年
十
一
月
村
枇

K
列
せ
ら
れ
.
枇
放
を
棲
水

利
一
位
と
定
め
ら
れ
し
ゅ
ゑ
.
氏
子
も
殊
に
奮
褒
し
、
一
枇
殿
を
舵
飾
し

園
被
v
成
、
御
渚
披
の
翌
日
よ
り
玉
泉
院
丸

へ
御
出
で
、
京
都
よ
り
被
品

召
寄
-
た
る
叙
左
衛
門
と
一
試
ふ
山
作
り
陀
被
ι
仰
付
一
築
山
・泉
水
御
事

て山
銭
敬
す
る
都
と
は
成
り
た
り
と
い
へ
り
。

等
前
代
未
聞
左
る
事
な
り
。
能
州
よ
り
在
A

所
々
を
都
ね
、
か
L
り

の
能
き
槌
木
石
侍
を
取
寄
せ
ら
れ
‘
御
市
民
比

御
指
闘
被
v
成
、
共
日

々
k

の
務
り
を
以
て
、
持
港
行
動
め
け
る
程
に
.
惣
御
率
行
は
殿
級

也
。
人
足
は
御
相
撲
の
者
五
十
人
、
百
人
者
と
名
付
け
て
御
錨
地
の

O
盲
人
組
地
跡

捜
木
紳
枇
の
地
溢
よ
り
、
内
抗
叫
判
新
村
と
長
坂
新
村
と
の
聞
な
る
間同地

を
ば
、
百
人
組
の
組
地
の
沓
社
た
る
よ
し
い
ひ
体
へ
た
り
。
今
は
悉

く
局
地
と
成
り
た
れ
ど
、
井
戸
の
跡
多
く
あ
り
て
.
地
の
陥
る
事
常

者
共
也
。
御
目
辺
り
之
外
は
役
人
御
小
人
也
。
此
の
百
入
者
と
申
す

々
あ
り
と
い

へ
り
。

者
は
、
去
る
究
武
七
年
K
御
本
丸
の
御
鵠
地

K
御
数
脊
屋
被
品仰
付
寸

共
の
時
鍛
抱
之
者
の
内

E
.
総
量
能
き
活
者
共
百
人
す
ぐ
り
出
し
、

O
百
人
組
者
侮
話

絡
の
足
服
役
御
赦
免
被
v
成
、
例
源
太
郎
主
聞
に
被
4

仰
付
一

御
前
に
て

園
の
大
名
衆
皆
々
郎
図
せ
ら
れ
、
悶
元
よ
り
直
に
上
裕
也
。
中
納
言

利
常
卿
は
‘
究
永
八
年
十
二
月
以
来
御
在
江
戸
な
り
し
が
、
卯
月
下

旬
に
御
郎
城
被
ν
成
。

他
御
技
中
玉
糸
院
殿
御
屋
形
の
跡

E
御
録
地
比

可
v
被
ι
仰
付
-と
て

.
大
橋
又
兵
術
山
川
長
兵
術
な
ど
に
被
a

仰
政
一
先
づ

地
形
の
土
を
た
ら
さ
せ
て
、
泉
水
な
ど
に
可
ν
被
ν
成
所
の
土
を
ば
、

御
直
に
被
品召
仕
"
ゆ
ゑ
、
何
茂
出
頭
仕
‘
有
度
悩
に
伊
趨
を
設
し
.
飴

り
御
念
比
に
候
故
.
大
橋
市
右
街
門
に
被
一
一
仰
付
一

一
人
に
朱
銀
二
百

回
宛
御
式
誌
に
而
被
--仰
渡
一
利
な
し
陀
被
昌仰
付
ゴ
北
を
式
慈
の
な
げ

か
し
の
二
百
回
銀
と
ぞ
巾
し
け
る
。
江
戸
新
致
し
候

へ
ば
、巾
飯
扶
持

と
て
一
人
停
の
扶
持
方
被
-下
、
出
銀
の
心
持
に
じ
依
米
を
被
ν
下
。
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